
都市圏総合交通調査・分析・予測・計画立案
手法の先導的プラットフォームの構築と実装

研究の目的・目標・進捗状況

• スマートフォン上のアプリを使用した安価な
交通調査を開発・実装

• 平成24年度秋の熊本都市圏PT調査と連動
して大規模にスマホ型調査を実行

• 既存の調査手法との比較・分析からスマホ
型調査の可能性と限界を整理

• 高度な交通分析技術を実都市圏で実装し、
それを理解する産学官の人材育成

→現在さらに改良中

紙調査 プローブ・パーソ
ン （PP調査）

スマホPP調査

被験者の負担 大 小 小

調査運用費用 大 中 (配布機器の費用) 極小

調査初期投資 基本 既存のものの利用可 アプリ開発費など

精度 低い 高い 高い

信頼性 低い 高い 高い

調査日時 秋の平日 複数日可 複数日可

経路 難しい 取得可 取得可

バス停・IC・発着
時刻

精度低い 取得可 取得可

目的 記入 入力 入力 (音声入力も？)

手段 記入 （アンリンクト・
トリップの抜け落ち）

入力 or 加速度等判定 入力 or 加速度などで判定

回答サンプル
の偏り

若年層の回答少ない 同意してもらえる方 スマホの所持者のみ
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ミッション: 先導的な
交通調査・分析・予測手
法の実用化検討
Challengingな課題

ミッション:基本的
な交通計画立案の
「着実」な進行
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研究協力者: 学内外の研究者ネットワーク
地元新聞社、TV局等との連携による
一般市民への大学発先端研究の広報・周知・理解

研究の実施体制 (産学官連携体制)
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スマホ・アプリ配布型交通調査の構築



期間: 2012年10月～11月
対象: 熊本市内の20～40代が住む1万世帯
熊本PT調査の依頼封筒にスマホ調査用チラシを同封
自主参加者を含めると97人が最低一度測位に成功
トラブル無しに大規模スマホ調査の実施に成功
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スマホ調査結果の概要


